
２　特別会計

　　国民健康保険事業など６つの特別会計の決算額合計は、歳入合計109億6,034万円（対前年

　度比1.9％増）に対し、歳出合計 104億6,018万円（対前年度比0.5％増）となりました。

　　国民健康保険事業、水沼診療所、公共下水道事業、漁業集落排水事業、介護保険事業及び

　後期高齢者医療の各特別会計は、すべて黒字決算となりました。

(1) 歳入決算の状況

5,986,669 54.6 6,006,675 55.8 △ 20,006 △ 0.3

7,727 0.1 6,542 0.1 1,185 18.1

516,882 4.7 525,175 4.9 △ 8,293 △ 1.6

59,789 0.5 51,015 0.5 8,774 17.2

3,932,949 35.9 3,727,257 34.6 205,692 5.5

 後期高齢者医療 456,333 4.2 441,256 4.1 15,077 3.4

10,960,349 100.0 10,757,920 100.0 202,429 1.9

(2) 歳出決算の状況

5,646,121 54.0 5,842,148 56.1 △ 196,027 △ 3.4

7,106 0.1 6,246 0.1 860 13.8

505,165 4.8 511,705 4.9 △ 6,540 △ 1.3

56,646 0.5 48,103 0.5 8,543 17.8

3,789,994 36.2 3,557,715 34.2 232,279 6.5

 後期高齢者医療 455,151 4.4 439,506 4.2 15,645 3.6

10,460,183 100.0 10,405,423 100.0 54,760 0.5

３　企業会計

　　水道事業会計の収益的収支は黒字決算となりましたが、資本的収支は収入額が支出額に対し

　不足したため、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

工業用水道会計の収益的収支は赤字決算となり、資本的収支は収入額が支出額に対し不足し

　たため、減債積立金等で補てんしました。

市民病院会計の収益的収支は赤字決算となり、資本的収支は収入額が支出額に対し不足した

　ため、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

　　資本的収支は、特例債の借入により、7億2,507万円の黒字になっています。。
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(1) 収入決算の状況（消費税込み）

収益的 1,029,887 － 1,025,979 － 3,908 0.4

資本的 401,086 － 379,385 － 21,701 5.7

収益的 145,835 － 146,106 － △ 271 △ 0.2

資本的 0 － 0 － 0 －

収益的 3,244,108 － 3,168,906 － 75,202 2.4

資本的 152,393 － 125,004 － 27,389 21.9

(2) 支出決算の状況（消費税込み）

収益的 940,650 － 947,521 － △ 6,871 △ 0.7

資本的 701,900 － 642,985 － 58,915 9.2

収益的 176,389 － 181,093 － △ 4,704 △ 2.6

資本的 54,236 － 56,113 － △ 1,877 △ 3.3

収益的 3,294,033 － 3,144,501 － 149,532 4.8

資本的 263,611 － 246,090 － 17,521 7.1

　なお、公営企業のすべてにおいて、財政健全化法上の資金不足は生じていない。

　※資金不足比率…公営企業ごとの事業規模に対する資金不足額の割合を示すもの。
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